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��「
グ
ロ
ー
バ
ル
３０
」の
不
思
議�

　「
留
学
生
３０
万
人
計
画
」
を
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
と
し
て
文
科
省
が
鳴
物
入

り
で
立
ち
上
げ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル�

３０
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
興
味
深

い
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

留
学
生
か
ら
遠
く
離
れ
た
人
々
（
自

公
前
政
権
、
財
界
、
文
部
科
学
省
な

ど
）
が
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

留
学
生
と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
人
々

（
指
導
教
員
、
留
学
生
相
談
員
、
事

務
担
当
者
な
ど
）
に
慎
重
論
が
多
い

こ
と
で
す
。�

　
大
学
執
行
部
は
こ
の
両
者
の
間
に

立
っ
て
苦
心
し
て
い
ま
す
。
大
学
の

長
期
的
戦
略
を
考
え
れ
ば
、
予
算
獲

得
増
や
留
学
生
受
け
入
れ
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
に
と
っ
て
「
グ
ロ
ー
バ

ル
３０
」
は
起
爆
剤
と
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
大
学

教
育
の
現
場
に
は
留
学
生
３０
万
人
計

画
そ
の
も
の
を
非
現
実
的
で
あ
る
と

す
る
意
見
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。�

指
導
教
員
へ
の
支
援
不
足�

　
で
は
な
ぜ
、
日
本
の
大
学
教
育
の

現
場
に
は
慎
重
論
が
根
強
い
の
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
要
因
は
複
合
的

で
す
。（
研
究
大
学
で
は
と
り
わ
け
）

厳
格
な
学
部
入
試
と
選
抜
性
が
ゆ
る

く
な
り
が
ち
な
大
学
院
入
試
の
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
留
学
生
の
日
本

語
能
力
の
問
題
、
学
生
募
集
や
事
務

体
制
上
の
未
整
備
、
卒
業
後
の
就
職

支
援
の
手
薄
さ
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
中
で

何
が
最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
か
と
問

わ
れ
れ
ば
、
私
は
指
導
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
不
足
を
第
一
に
挙
げ
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
大
学
で
は
、
留

学
生
へ
の
教
育
・
研
究
指
導
を
行
う

教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
提
供
が

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
経
験
の

な
い
教
員
や
教
育
経
験
の
浅
い
若
手

教
員
に
と
っ
て
、
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
心
理
的
・
時
間
的
に
大

き
な
圧
力
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

受
け
入
れ
手
続
き
か
ら
日
常
の
指
導
、

論
文
作
成
支
援
、
進
路
の
相
談
ま
で
、

多
岐
に
わ
た
る
内
容
が
指
導
教
員
に

ほ
ぼ
一
任
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。�

　
そ
の
結
果
、
留
学
生
受
け
入
れ
に

理
解
の
あ
る
教
員
ほ
ど
苦
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
、
こ
れ
以
上
の
受
け

入
れ
に
対
し
て
懐
疑
的
に
な
る
と
い

う
悪
循
環
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
国

民
の
消
費
マ
イ
ン
ド
が
景
気
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
と
同
様
に
、
留

学
生
の
受
け
入
れ
当
事
者
で
あ
る
大

学
教
員
の
マ
イ
ン
ド
が
冷
え
て
い
る

状
況
で
は
、
受
け
入
れ
が
順
調
に
拡

大
す
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。�

政
府
に
振
り
回
さ
れ
な
い
た
め
に�

　
さ
る
１１
月
に
行
わ
れ
た
新
政
権
の

事
業
仕
分
け
に
よ
り
、�

「
グ
ロ
ー
バ
ル
３０
」
に

つ
い
て
は
予
算
要
求
の

縮
減
が
言
い
渡
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
の
文
教

予
算
に
は
こ
の
仕
分
け

結
果
が
少
な
か
ら
ず
反

映
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
３０
の
前
提

と
な
っ
て
い
る
「
留
学

生
３０
万
人
計
画
」
は

福
田
康
夫
内
閣
の
時
に

提
唱
さ
れ
た
も
の
で
す

か
ら
、
民
主
党
を
中
心

と
す
る
新
政
権
が
発
足

し
た
以
上
、
こ
の
計
画

に
関
す
る
議
論
は
宙
に

浮
い
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ

う
で
す
。�

　
そ
こ
で
提
案
で
す
。
ど
う
せ
予
算

を
縮
減
さ
れ
る
な
ら
、
蜃
気
楼
の
よ

う
な
数
値
目
標
を
追
い
か
け
る
こ
と

よ
り
も
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
地
道
な
改
善
運
動
に
力
を
注
い

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
本
学
の
各
部

局
に
留
学
生
相
談
室
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
で
す
が
、
す
べ

て
の
問
題
を
そ
こ
に
押
し
つ
け
る
な

ら
ば
相
談
室
は
す
ぐ
に
パ
ン
ク
し
て

し
ま
い
ま
す
。
問
題
が
起
き
て
か
ら

対
処
す
る
よ
り
も
、
指
導
教
員
や
研�

究
室
の
レ
ベ
ル
で
予
防
で
き
れ
ば
問

題
を
深
刻
化
さ
せ
ず
に
す
む
し
、
要

す
る
労
力
も
小
さ
く
て
す
み
ま
す
。

た
と
え
ば
、
留
学
生
受
け
入
れ
の
基

準
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
彼
ら

が
日
常
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
教
職
員
と
し
て
彼
ら
に

ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
部
局
内

で
蓄
積
し
、
教
職
員
間
で
共
有
す
る

の
で
す
。�

　
個
々
の
教
員
が
「
大
学
全
体
の
サ

ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
い

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
大
学
な
ら
ば
、

自
然
と
留
学
生
も
増
え
て
、
国
際
化

指
標
も
高
く
な
り
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
も
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
以
上
、
政
府
の
都
合
に
振
り
回
さ

れ
る
の
は
御
免
で
す
。
な
ら
ば
自
助

努
力
し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。�

（
近
田
政
博
）�

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
裏
面
の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

　10月28日（水）から11月1日（日）の

5日間、米国テキサス州ヒューストンで、「高

等教育専門職組織開発ネットワーク」（通称

POD）の年次大会が開催されました。「FD・

SD コンソーシアム名古屋」の事業の一環と

して、名古屋大学、中京大学、南山大学、名

城大学の教職員計 13 名が今年も同大会に出

席しました。�

　大会の主要トピックは「組織開発」「研究革

新」「専門能力の開発」の三つです。個々のセ

ッションのテーマは、IT 技術の授業における

活用方法や、学生が利用しやすいシラバスの

作成の仕方、学習理論を活用した指導法、教

員がパフォーマンスを向上するための方法など、

実に多様でした。出席者は積極的な発言を求

められる中で、他国の参加者と交流を行いま

した。630余名の参加者のうち日本からの参

加は 38 名に上り、4大学の教職員同士だけ

でなく、日本の他地域からの参加者と FD・

SD の取り組みについて情報交換を行う機会

を持つこともできました。�

　詳細は3月に開催される「大学教育改革フ

ォーラム in東海」において紹介する予定です。�

（久保田祐歌）�
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読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

『彼女のいる背表紙』�

高等教育研究センタースタッフ（２０１０年１月現在）�

堀江敏幸著　　マガジンハウス（2009年）�

　書物の中の人が生身の人間よりも存在感をもって

私たちの心のなかの奥深いところに住みついてしま

うことがある。若い頃の読書にはこうしたことがし

ばしば起こるのではないだろうか。時には、そんな「彼」

や「彼女」に図らずも思いを寄せてしまうことだっ

てあるにちがいない。そんな人に長い時を隔てて再

会する体験、すなわちその書物を再読して記憶、あ

るいは忘却の襞のうちに密やかに隠れていたその人

を呼び出す体験には、初めて読む本がもたらすのと

は質の異なる、何ものにもかえがたい期待や気持ち

の高まりがあるような気がする。�

　本書は、あの『郊外へ』や『河岸忘日抄』の著者が、

さまざまな書物の中で出会った「彼女」たちとの再

会を語る、きわめて魅力的なエッセーである。著者

の言によれば、「再読とはいわば時間の層の掘り返し

であり、場合によっては、避けて通ってきたものを

見つめ直す、厳しい試練になる」。�

　こんな得がたい再会を未来において果たすためにも、

どんなに稚拙で身勝手な読みであっても、それぞれ

の年齢や理解度に応じた限界の中で、いろいろな本

と精いっぱい向き合っておきたい。もちろん新しい

本に出会う楽しみもあるが、大好きな本を何度も読

み返すのもとても贅沢なことだ。�

　本書は、生きている時間の中でいかに書物と付き

合うかを指南してくれるすぐれた読書案内であるが、

何よりも著者の紹介してくれた「彼女」にすぐにで

も会いに行きたくなってしまう効果もそなえている。�

（木俣元一）�
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＜平成２１年度　海外客員＞�

サイード・ペヴァンディ　（パリ第8大学）�

孫　準鍾　　　　　　　　（韓国教員大学）�

＜平成２１年度　国内客員＞�

荒井克弘　　　　　　　　（東北大学）�

小林信一　　　　　　　　（筑波大学）�

大場　淳　　　　　　　　（広島大学）�

アカデミック・ライティング教育�
Teaching Academic Writing

　論文やレポートなどの学術的な文章を書くことをアカデミック・

ライティングと呼びます。もともと日本で「アカデミック・ライティ

ング」を冠する授業は、英語論文の書き方を教えるものでした。現

在では、同じ「アカデミック・ライティング」という科目名ながら

日本語論文の書き方を教える授業が開講されるようになっています。

このなかには、留学生を対象にして日本語の論文作法、いわゆるア

カデミック・ジャパニーズの習得をめざす授業もあります。他方、

近年増加しているのが、初年次学生一般を対象とする授業です。ア

カデミック・ライティングはノート・テイキングやプレゼンテーショ

ンなどのスタディ・スキルズの一つとみなされ、このようなスキル

を入学後の早い段階で習得させる必要性が広く大学関係者に認識さ

れるようになったのです。�

　その背景には、アカデミック・ライティング教育の射程の広がり

があります。学術的な言葉遣いや文章の構成方法、引用の仕方、註

や参考文献の書き方を教えるにとどまらず、思考力を育成すること

も課題となってきたのです。論文作成においては、当然のことなが

ら思考力が求められます。とりわけ、仮説を立て、根拠に基づいた

論拠を示し、結論を導くという論証の過程においては論理的に考え

ることが要求されます。他者の主張について妥当性を検討する際に

は複眼的に思考しなければなりません。思考力は大学において学習

するにも社会に出て活躍するにも必要なものであり、その育成をア

カデミック・ライティング教育は担いはじめたのです。�

　いっぽう 2000年頃からは学生のライティングを授業外で支援す

る動きが広がっています。早稲田大学をはじめ、学内にライティン

グセンターを設置する大学が増え、名古屋大学附属図書館のラーニ

ング・コモンズのようにライティングを含む学習サポート環境も整

えられつつあります。授業課題の添削指導の内容によっては成績評

価を左右しかねないといった問題もあり、アカデミック・ライティ

ングに関わる授業外での支援と授業との連携のあり方は昨今の議論

の対象となっています。　　　　　　　　　　　　　　（久保田祐歌）�

名古屋大学高等教育研究センター�

�
　
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
客
員

准
教
授
と
し
て
赴
任
し
て
１
ヶ
月
あ

ま
り
。
韓
国
と
日
本
の
大
学
事
情
に

は
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
る

こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。�

　
た
と
え
ば
、
大
学
設
置
基
準
の
大

綱
化
と
そ
れ
に
連
な
る
学
生
の
増
加
、

多
様
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
韓
国
で

は
１
９
９
５
年
に
、
日
本
に
お
け
る

大
綱
化
と
同
様
の
政
策
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
数
も
大

学
生
の
数
も
増
え
、
近
年
の
大
学
入

学
者
数
は
１８
歳
人
口
の
７０
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
学
生
が
多
様
化
し
て
き

た
た
め
、
大
学
教
員
の
教
育
者
と
し

て
の
役
割
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
授
学
習
を
支
援
す
る
学
内
セ
ン
タ

ー
の
設
置
が
進
め
ら
れ
、
既
に
韓
国

の
四
年
制
大
学
の
２
分
の
１
程
度
に

は
当
該
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。�

　
両
国
と
も
に
、
少
子
化
の
影
響
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
韓
国
の
場
合
は

受
験
生
の
ソ
ウ
ル
志
向
が
ひ
と
き
わ

強
く
、
地
方
の
大
学
で
は
学
生
募
集

に
時
間
と
労
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
受
験
生
の
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
や
偏
差
値
の
上
位
校
は

揺
る
ぎ
ま
せ
ん
。
大
学
の
序
列
化
が

シ
ビ
ア
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
学

の
機
能
分
化
が
不
十
分
な
ま
ま
で
あ

る
こ
と
は
日
本
と
同
様
で
す
。�

　
研
究
業
績
偏
重
で
あ
る
点
も
似
て

い
ま
す
。
両
国
政
府
は
、
国
際
競
争

力
向
上
の
た
め
に
世
界
水
準
の
研
究

へ
の
支
援
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
と

く
に
韓
国
政
府
は
、
研
究
業
績
に
基

づ
い
て
大
学
の
予
算
支
援
規
模
を
決

定
す
る
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

両
国
の
大
学
で
は
、
予
算
の
安
定
的

確
保
に
向
け
て
教
員
の
研
究
能
力
を

重
視
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
研
究
を

奨
励
す
る
た
め
に
、
研
究
業
績
評
価

を
昇
進
や
再
任
用
、
給
与
な
ど
に
反

映
さ
せ
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
で
、
韓
国
の
大
学
な
ら
で
は

と
思
わ
れ
る
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
教
育
と
研
究
に
つ
い
て
ア
メ

リ
カ
へ
の
依
存
が
強
い
こ
と
で
す
。

留
学
希
望
者
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
を

留
学
先
に
選
び
ま
す
。
そ
し
て
新
任

教
員
の
ほ
ぼ
半
数
が
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
国

家
レ
ベ
ル
で
は
英
語
に
よ
る
講
義
が

重
視
さ
れ
、
大
学
教
育
の
現
場
に
お

い
て
も
広
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
日
本
政
府
も
「
グ
ロ
ー

バ
ル
３０
」
な
ど
の
政
策
で
国
際
化
を

推
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

こ
の
点
で
の
両
国
間
の
違
い
は
今
後

小
さ
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
韓
国
政
府
は
先
頃
、
国
立
大

学
の
法
人
化
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

韓
国
と
日
本
の
大
学
シ
ス
テ
ム
は
、

ま
す
ま
す
似
通
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。
韓
国
と
日
本
の
政
府

が
互
い
の
政
策
を
モ
デ
ル
と
す
る
な

か
で
、
大
学
に
お
い
て
も
互
い
の
国

の
経
験
を
有
効
に
活
用
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

韓
国
の
大
学
事
情�

孫
準
鍾�

　（
客
員
准
教
授
／
韓
国
教
員
大
学
）�
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